
１．はじめに

　2017（平成29）年３月31日に学校教育法施行規則
が改正されるとともに，『幼稚園教育要領』，『小学
校学習指導要領』及び『中学校学習指導要領』が告
示された。1989（平成元）年の学習指導要領の改訂
によって，小学校低学年の教科として新設された小
学校「生活科」においては３回目の改訂である。前
回（平成20年）改訂の『小学校学習指導要領』では，
言葉と体験が重視され，活動や体験を一層重視する
とともに，気付きの質を高めること，幼児期の教育
との連携を図ることなどについて充実が図られた。
この改訂の趣旨は，これまでの各種調査や研究指定
校等の状況から，概ね反映されていると評価されて
いる１）。
　今回の改訂では，前回の改訂の上に，幼児期の教
育とのつながりや小学校低学年の各教科等における
学習との関係性，中学年以降の学習とのつながりも
踏まえ，具体的な活動や体験を通して成長する資
質・能力，特に「思考力，判断力，表現力等」が具
体的になるよう見直された２）。なかでも，幼児期の
教育と小学校教育との連続や接続期における小学校
「生活科」の役割の重要性がさらに強調されている。
また新たに「生活科」が中学年以降の学習をつなぐ
役割を担っていることが明記された。『小学校学習
指導要領』第５節「生活」の第３「指導計画の作成
について配慮すべき事項」の中では，「低学年にお
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ける教育全体の充実を図り，中学年以降の教育へ円
滑に接続できるようにする」ことや「幼稚園教育要
領等に示す幼児期の終わりまでに育ってほしい姿と
の関連を考慮すること」が述べられている。具体的
には，「特に，小学校入学当初においては，幼児期
における遊びを通した総合的な学びから他教科等に
おける学習に円滑に移行し，主体的に自己を発揮し
ながらより自覚的な学びに向かうことが可能となる
ようにすること。その際，生活科を中心とした合科
的・関連的な指導や，弾力的な時間割の設定を行う
などの工夫をすること」３）が新設された。また，こ
れについては，『小学校学習指導要領』第１章総則
第２「教育課程の編成」の４「学校段階間の接続」
の（１）において，「低学年における教育全体にお
いて，例えば生活科において育成する自立し生活を
豊かにしていくための資質・能力が，他教科等の学
習においてもいかされるようにするなど，教科等間
の関連を積極的に図り，幼児期の教育及び中学年以
降の教育との円滑な接続が図られるよう工夫するこ
と。特に，小学校入学当初においては，幼児期にお
いて自発的な活動としての遊びを通して育まれてき
たことが，各教科等における学習に円滑に接続され
るよう，生活科を中心に，合科的・関連的な指導や
弾力的な時間割の設定など，指導の工夫や指導計画
の作成を行うこと」４）と述べられている。
　このように『小学校学習指導要領』では，「生活
科」が教育課程において幼児期の教育と小学校教育
とを円滑に接続するという機能をもつことを明示し
ている。
　さらに充実を図ることが期待される点として，
「生活科」改訂の趣旨に「幼児期の教育において育
成された資質・能力を存分に発揮し，各教科等で期
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待される資質・能力を育成する低学年教育として滑
らかに連続，発展させること。幼児期に育成された
資質・能力と小学校低学年で育成する資質・能力と
のつながりを明確にし，そこでの生活科の役割を考
える必要がある」５）と述べられている。
　そこで本稿では，『幼稚園教育要領』や『小学校
学習指導要領』の改訂を踏まえた幼児期の教育と小
学校教育の滑らかな連続・発展における小学校「生
活科」の特性や役割について，「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」や領域「環境」との関連から
検討することを目的とする。そして幼児期の教育と
小学校教育で共通に扱われる植物栽培について，教
育における学びの連続性の観点から考察する。また
地域教材を取り入れた「生活科」の実践事例として，
観音寺市立豊浜小学校の「生活科」と「総合的な学
習の時間」の活動ついて述べ，今後の「生活科」研
究の課題と方向性を検討することを目的とする。

２ ．新しい学習指導要領にみる小学校「生活科」の
教科の特性

　小学校「生活科」は，第１学年，第２学年におい
てのみ設定される教科である。表１に小学校「生活
科」の教科目標を示す。教科目標は教科の特質や目
指すところを端的に示しているとされる。教科目標

については，前回の改訂では変更はなかった。今回
の改訂では，全教科において「知識の理解の質を高
め資質・能力を育む『主体的・対話的で深い学び』」
の観点から，「何ができるようになるか」を明確化
したとされ，「知・徳・体にわたる『生きる力』」を
子どもたちに育むため，「何のために学ぶのか」と
いう学習の意義を共有しながら，授業の創意工夫
や教科書等の教材の改善を引き出していけるよう，
「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，
「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱で再整理
された６）。 
　小学校「生活科」の教科目標についても三つの柱
で再整理されている。2017（平成29）年６月に公表
された文部科学省『小学校学習指導要領解説　生活
編』を参考に述べると，教科目標は，大きく分けて
二つの要素で構成されている。一つ目の要素とし
て，冒頭には「具体的な活動や体験を通して，身近
な生活に関わる見方・考え方を生かし，自立し生活
を豊かにしていくための資質・能力を育成する」こ
とが挙げられている。これが「生活科」の前提とな
る特質，「生活科」固有の見方・考え方だとされる７）。
また二つ目の要素として，「生活科」を通して育成
することを目指す資質・能力として前述の三つの柱
で再整理されたのが，表１の（１），（２），（３）で
ある。

表１　小学校「生活科」の教科目標と三つの柱

現行（平成20年告示・道徳改訂反映後） 新学習指導要領（平成29年３月告示）
目標 目標 三つの柱

具体的な活動や体験を通して，自分と身
近な人々，社会及び自然とのかかわりに
関心をもち，自分自身や自分の生活につ
いて考えさせるとともに，その過程にお
いて生活上必要な習慣や技能を身に付け
させ，自立への基礎を養う。

具体的な活動や体験を通して，身近な生活に
関わる見方・考え方を生かし，自立し生活を
豊かにしていくための資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。 
（１）活動や体験の過程において，自分自身，
身近な人々，社会及び自然の特徴やよさ，そ
れらの関わり等に気付くとともに，生活上必
要な習慣や技能を身に付けるようにする。

「知識及び技能」の
目標

（２）身近な人々，社会及び自然を自分との
関わりで捉え，自分自身や自分の生活につい
て考え，表現することができるようにする。

「思考力・判断力・
表現力」の目標

（３）身近な人々，社会及び自然に自ら働き
かけ，意欲や自信をもって学んだり生活を豊
かにしようとする態度を養う。

「学びに向かう力・
人間性等」の目標
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　今回の改訂で，教科目標には，これまでにはな
かった「見方・考え方」という記述が付加された。
「生活科」における見方・考え方は，身近な生活に
関わる見方・考え方であり，それは身近な人々，社
会及び自然を自分との関わりで捉え，よりよい生活
に向けて思いや願いを実現しようとすることである
と考えられる８）。
　また「自立し生活を豊かにしていくこと」は「生
活科」における究極的な児童の姿だとされる。「創
設以来，生活科では学習上の自立，生活上の自立，
精神上の自立という三つの自立への基礎を養うこと
を目指してきた。今回の改訂でも，この理念を受け
継いでいる。ここでいう『自立し』とは，一人一人
の児童が幼児期の教育で育まれたことを基礎にしな
がら，将来の自立に向けてその度合いを高めていく
ことを指す」９）とされる。しかしながら，加納が「教
科目標については，『自立への基礎を養う』という
創設以来の究極目標から『自立し生活を豊かにして
いくための資質・能力を養う』ことが新たなめざす
子どもの姿として示された。これは『自立』という
意味が曖昧で，これまでとは異なったステージに向
かっていくという印象を与える。幼児と児童との自
立への定義をしっかり捉え，保育，生活科，それぞ
れの実践にあたっていくべきではないか」10）と指摘
するように，幼児と児童それぞれの発達上の特徴に
即した自立とはどういうことかについて理解した上
での活動や体験が求められる。
　次に「生活科」の特質は，教科目標の冒頭で示さ
れているように「具体的な活動や体験を通して学
ぶ」ことにある。具体的な活動や体験とは，「例え
ば，見る，聞く，触れる，作る，探す，育てる，遊
ぶなどして対象に直接働きかける学習活動や，ま
た，そうした活動の楽しさやそこで気付いたことな
どを言葉，絵，動作，劇化などの方法によって表現
する学習活動」11）とされている。この文言は「生活
科」新設からこれまでに一度も改訂されていない。
またその学習対象は，低学年の子どもたちの生活圏
にある身近な人々，社会及び自然である。身の回り
の具体的な事象を教材とするのも「生活科」の特徴
である。
　学年の目標について「生活科」は第１学年及び第
２学年の共通の目標として三つの項目が挙げられて

いる。今回の改訂で，記載は「…ことができ」，「…
気付き」，「…するようにする」の形式をとるよう見
直され，以下のように示されている。

　　（１）学校，家庭及び地域の生活に関わること
を通して，自分と身近な人々，社会及び自然と
の関わりについて考えることができ，それらの
よさやすばらしさ，自分との関わりに気付き，
地域に愛着をもち自然を大切にしたり，集団や
社会の一員として安全で適切な行動をしたりす
るようにする。

　　（２）身近な人々，社会及び自然と触れ合った
り関わったりすることを通して，それらを工夫
したり楽しんだりすることができ，活動のよさ
や大切さに気付き，自分たちの遊びや生活をよ
りよくするようにする。

　　（３）自分自身を見つめることを通して，自分
の生活や成長，身近な人々の支えについて考え
ることができ，自分のよさや可能性に気付き，
意欲と自信をもって生活するようにする。12）

 （下線は筆者による）

　「生活科」では，学びを通した児童の新たな「気
付き」を重視していることがわかる。さらにここで
特筆すべきは，小栗がこれまでの先行研究の成果を
引用し指摘するように，「生活科」では「遊び」を
教育上重要な価値を持つ概念として位置づけている
点である。前述の学年目標の（２）において「自分
たちの遊びや生活をよりよくする」にあるように，
「生活科」の学習活動として「遊び」が位置づけら
れていることがわかる。さらに小栗は，「広く『遊
び』を教育活動に取り入れたものとしては，生活科
の他には見られないと言ってよい」13）と述べている。
「生活科」では，遊びを含む学習活動をするという
点で，幼児期の教育の特徴である遊びを通しての学
びと共通点が認められる。

３．幼児教育と小学校「生活科」とのつながり

　小学校「生活科」（以下，「生活科」）の学習内容は，
幼児期の教育において育みたい資質・能力とのつな
がりがあるとされる。「生活科」は元々，その内容
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や子どもの多様な体験を重視する学習方法から，幼
児期の教育と親和性の高い教科と言われてきた。こ
れからの保幼小連携を考えていく際にも，核となる
教科として位置づけられている14）。
　表２は，幼児期の教育と「生活科」の接続に着目
し，内容の親和性をみるために，新しい『幼稚園教
育要領』に示される５領域（健康，人間関係，環境，
言葉，表現）と５歳児修了までに育ってほしい具体
的な姿として明確化された「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」の10項目及び「生活科」の「内容
構成の具体的な視点」の11項目を示したものであ
る。ここでは，『幼稚園教育要領』で挙げられてい
る「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と「生
活科」で育成する資質・能力との対応から幼児期の
教育と「生活科」のつながりについて検討したい。
　「生活科」の内容は，表２に示す具体的な視点を
基に構成されている。表から，『幼稚園教育要領』
の５領域のうち，「健康」，「人間関係」と「環境」
の領域に対応する「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」は，「生活科」の「内容構成の具体的な視点」
の複数と関連・親和性があることがわかる。これに
関しては，「生活科」の「内容の取り扱い」の配慮
事項に「身近な人々，社会及び自然に関する活動の
楽しさを味わうとともに，それらを通して気付いた
ことや楽しかったことなどについて，言葉，絵，動
作，劇化などの多様な方法により表現し，考えるこ
とができるようにすること」15）と記述されており，
この内容は領域「言葉」及び「表現」と類似してい
ることがわかる。また領域「言葉」及び「表現」は，
それぞれ小学校「国語科」，「音楽科」及び「図画工
作科」などの教科とつながりがある。幼児期の体験
的な学びから，「生活科」では体験したことや気付
いたことを言葉にしたり考えて表現したり，記録し
たりまとめたりすることで学びが深まっていく。
　加えて「生活科」の「成長への喜び」は，「自分
の成長」についての「生活科」特有の学習である。
そして「基本的な生活習慣や生活技能」は，『小学
校学習指導要領解説　生活編』によれば，「健康や
安全に関わること，みんなで生活するためのきまり
に関わること，言葉遣いや身体の振る舞いに関わる
ことなどがある。また生活技能には，手や体を使う
こと，様々な道具を使うことなどがある」16）と述べ

られており，「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」の「健康な心と体」，「協同性」，「道徳性・規範
意識の芽生え」と「言葉による伝え合い」とつなが
るものとみることができる。

４．小学校「生活科」と領域「環境」の親和性

　５領域のなかでも，特に領域「環境」は子どもの
身近な環境にアプローチしていくという点で，小学
校「生活科」となじみの深い領域であると捉えら
れる。かねてより小学校「生活科」と領域「環境」
は，その扱う内容や学習方法に親和性や共通点があ
るとされてきた。例えば小栗は，領域「環境」と小
学校「生活科」の共通点を二つの点から考察してい
る。そのひとつは「方法の共通点」で，遊びなどの
具体的活動が学習活動の方法として捉えられている
点である。もうひとつとしては「内容の共通点」で，
幼児・児童に身近な環境とのかかわりについて取り
扱っている点としている17）。小学校「生活科」と領
域「環境」の親和性や接続に関する先行研究として
は，他に小栗・宮地18）や高橋・清水19）などがある。
　表３は，小学校「生活科」と領域「環境」の親和
性や共通点についてみるために，６月に公表された
新しい『学習指導要領解説　生活編』と『幼稚園教
育要領』の領域「環境」の項目の内容を示したもの
である。なお，領域「環境」は，小学校「生活科」
が新設されたのと同年である1989（平成元）年に，
それまでは『幼稚園教育要領』の領域「社会」に含
まれていた「身近な社会生活」と領域「自然」に含
まれていた「身近な自然現象」に関する内容がまと
められ領域「環境」として再構成された。
　まず改訂箇所について述べることとする。「生活
科」の改訂では，内容について９つの項目数の改訂
はないが，記述において「…活動を通して」，「…考
えることができ」，「…分かり」，「…したりしよう
とする」に形式が整えられた。また９つの項目は，
「学校，家庭及び地域の生活に関する内容」，「身近
な人々，社会及び自然と関わる活動に関する内容」，
「自分自身の生活や成長に関する内容」に整理され
た20）。領域「環境」では，内容が11項目から12項目
に改訂された。項目では「日常生活の中で，我が国
や地域社会における様々な文化や伝統に親しむ」が
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表２　幼児教育と小学校「生活科」とのつながり
幼児教育 小学校「生活科」

領域 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 内容構成の具体的な視点

健康 健康な心と体 ・幼稚園生活の中で，充実感をもって自分のやり
たいことに向かって心と体を十分に働かせ，見通
しをもって行動し，自ら健康で安全な生活をつく
り出すようになる。

健康で安全な生
活

・健康や安全に気を付けて，友達と遊んだり，
学校に通ったり，規則正しく生活したりする
ことができるようにする。

人間関係 協同性 ・友達と関わる中で，互いの思いや考えなどを共
有し，共通の目的に向けて，考えたり，工夫した
り，協力したりし，充実感をもってやり遂げるよ
うになる。

身近な人々との
接し方

・家族や友達や先生をはじめ，地域の様々な
人々と適切に接することができるようにする。

人間関係 道徳性・規範
意識の芽生え

・友達と様々な体験を重ねる中で，してよいこと
や悪いことが分かり，自分の行動を振り返ったり，
友達の気持ちに共感したりし，相手の立場に立っ
て行動するようになる。また，きまりを守る必要
性が分かり，自分の気持ちを調整し，友達と折り
合いを付けながら，きまりをつくったり，守った
りするようになる。

人間関係
環境

自立心 ・身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽し
む中で，しなければならないことを自覚し，自分
の力で行うために考えたり，工夫したりしながら，
諦めずにやり遂げることで達成感を味わい，自信
をもって行動するようになる。

人間関係
環境

社会生活との
関わり

・家族を大切にしようとする気持ちをもつととも
に，地域の身近な人と触れ合う中で，人との様々な
関わり方に気付き，相手の気持ちを考えて関わり，
自分が役に立つ喜びを感じ，地域に親しみをもつよ
うになる。また，幼稚園内外の様々な環境に関わる
中で，遊びや生活に必要な情報を取り入れ，情報に
基づき判断したり，情報を伝え合ったり，活用した
りするなど，情報を役立てながら活動するようにな
るとともに，公共の施設を大切に利用するなどし
て，社会とのつながりなどを意識するようになる。

地域への愛着 ・地域の人々や場所に親しみや愛着をもつこ
とができるようにする。

公共の意識とマ
ナー

・みんなで使うものや場所，施設を大切に正
しく利用できるようにする。

生産と消費 ・身近にある物を利用して作ったり，繰り返し
大切に使ったりすることができるようにする。

情報と交流 ・様々な手段を適切に使って直接的間接的に
情報を伝え合いながら，身近な人々と関わっ
たり交流したりすることができるようにする。

人間関係
環境

思考力の芽生
え

・身近な事象に積極的に関わる中で，物の性質や
仕組みなどを感じ取ったり，気付いたりし，考え
たり，予想したり，工夫したりするなど，多様な
関わりを楽しむようになる。また，友達の様々な
考え方に触れる中で，自分と異なる考えがあるこ
とに気付き，自ら判断したり，考え直したりする
など，新しい考えを生み出す喜びを味わいながら，
自分の考えを生み出す。

遊びの工夫 ・遊びに使う物を作ったり遊び方を工夫した
りしながら，楽しく過ごすことができるよう
にする。

環境 自然との関わ
り・生命尊重

・自然に触れて感動する体験を通して，自然の変
化などをを感じ取り，好奇心や探究心をもって考
え言葉などで表現しながら，身近な事象への関心
が高まるとともに，自然への愛情や畏敬の念をも
つようになる。また，身近な動植物に心を動かさ
れる中で，生命の不思議さや尊さに気付き，身近な
動植物の接し方を考え，命あるものとしていたわり，
大切にする気持ちをもって関わるようになる。

身近な自然との
触れ合い

・身近な自然を観察したり，生き物を飼った
り育てたりするなどして，自然との触れ合い
を深め，生命を大切にすることができるよう
にする。

時間と季節 ・一日の生活時間や季節の移り変わりを生か
して，生活を工夫したり楽しくしたりするこ
とができるようにする。

環境 数量や図形，
標識や文字な
どへの関心・
感覚

・遊びや生活の中で，数量や図形，標識や文字な
どに親しむ体験を重ねたり，標識や文字の役割に
気付いたりし，自らの必要感に基づきこれらを活
用し，興味や関心，感覚をもつようになる。

言葉 言葉による伝
え合い

・先生や友達と心を通わせる中で，絵本や物語な
どに親しみながら，豊かな言葉や表現を身に付け，
経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり，
友達同士で表現する過程を楽しんだり，表現する
喜びを味わい，意欲をもつようになる。

表現 豊かな感性と
表現

・心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中
で，絵本や物語などに親しみながら，豊かな言葉
や表現を身に付け，経験したことや考えたことな
どを言葉で伝えたり，相手の話を注意して聞いた
りし，言葉による伝え合いを楽しむようになる。

成長への喜び ・自分でできるようになったことや生活での
自分の役割が増えたことなどを喜び，自分の
成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをも
つことができるようにする。

基本的な生活習
慣や生活技能

・日常生活に必要な習慣や技能を身に付ける
ことができるようにする。
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表３　小学校「生活科」と領域「環境」の親和性
小学校「生活科」 領域「環境」

内容 ねらい 内容
学校，家庭及
び地域の生活
に関する内容

学校と生活 ・学校生活に関わる活動を通して，学校の施設の様
子や学校生活を支えている人々や友達，通学路の様
子やその安全を守っている人々などについて考える
ことができ，学校での生活は様々な人や施設と関
わっていることが分かり，楽しく安心して遊びや生
活をしたり，安全な登下校をしたりしようとする。

・身近な環境に自分から関
わり，発見を楽しんだり，
考えたりし，それを生活に
取り入れようとする。

・生活の中で，様々な物に触れ，
その性質や仕組みに興味や関心
をもつ。

家庭と生活 ・家庭生活に関わる活動を通して，家庭における
家族のことや自分でできることなどのついて考え
ることができ，家庭での生活は互いに支え合って
いることが分かり，自分の役割を積極的に果たし
たり，規則正しく健康に気を付けて生活したりし
ようとする。

地域と生活 地域に関わる活動を通して，地域の場所やそこで
生活したり働いたりしている人々について考える
ことができ，自分たちの生活は様々な人や場所と
関わっていることが分かり，それらに親しみや愛
着をもち，適切に接したり安全に生活したりしよ
うとする。

身近な人々，
社会及び自然
と関わる活動
に関する内容

公共物や公
共施設の利
用

・公共物や公共施設を利用する活動を通して，それ
らのよさを感じたり働きを捉えたりすることがで
き，身の回りにはみんなで使うものがあることやそ
れらをささえるている人々がいることなどが分かる
とともに，それらを大切にし，安全に気を付けて正
しく利用しようとする。

・身近な物を大切にする。

季節の変化
と生活

・身近な自然を観察したり，季節や地域の行事に関
わったりするなどの活動を通して，それらの違いや
特徴を見付けることができ，自然の様子や四季の変
化，季節によって生活の様子が変わることに気付く
とともに，それらを取り入れ自分の生活を楽しくし
ようとする。

・身近な環境に親しみ，自
然と触れ合う中で様々な事
象に興味や関心をもつ。

・季節により自然や人間の生活
に変化のあることに気付く。

自然や物を
使った遊び

・身近な自然を利用したり，身近にある物を使っ
たりするなどして遊ぶ活動を通して，遊びや遊び
に使う物を工夫してつくることができ，その面白
さや自然の不思議さに気付くとともに，みんなと
楽しみながら遊びを創り出そうとする。

・自然などの身近な事象に関心
をもち，取り入れて遊ぶ。
・自然に触れて生活し，その大
きさ，美しさ，不思議さなどに
気付く。
・身近な物や遊具に興味をもっ
て関わり，自分なりに比べたり，
関連付けたりしながら考えたり，
試したりして工夫して遊ぶ。

動植物の飼
育・栽培

・動物を飼ったり植物を育てたりする活動を通して，
それらの育つ場所，変化や成長の様子に関心をもっ
て働きかけることができ，それらは生命をもってい
ることや成長していることに気付くととともに，生
き物への親しみをもち，大切にしようとする。

・身近な動植物に親しみをもっ
て接し，生命の尊さに気付き，
いたわったり，大切にしたりす
る。

生活や出来
事の伝え合
い

・自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と
伝え合う活動を通して，相手のことを想像したり
伝えたいことや伝え方を選んだりすることができ，
身近な人々と関わることのよさや楽しさが分かる
とともに，進んで触れ合い交流しようとする。

自分自身の生
活や成長に関
する内容

自分の成長 ・自分自身の生活や成長を振り返る活動を通して，
自分のことや支えてくれた人々について考えるこ
とができ，自分が大きくなったこと，自分ででき
るようになったこと，役割が増えたことなどが分
かるとともに，これまでの生活や成長を支えてく
れた人々に感謝の気持ちをもち，これからの成長
への願いをもって，意欲的に生活しようとする。

・日常生活の中で，我が国や地
域社会における様々な文化や伝
統に親しむ。
・日常生活の中で数量や図形な
どに関心をもつ。
・日常生活の中で簡単な標識や
文字などに関心を持つ。
・幼稚園内外の行事において国
旗に親しむ。
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新設され，「内容の取り扱い」に，「文化や伝統に親
しむ際には，正月や節句など我が国の伝統的な行
事，国家，唱歌，わらべうたや我が国の伝統的な遊
びに親しんだり，異なる文化に触れる活動に親しん
だりすることを通じて，社会とのつながりの意識や
国際理解の意識の芽生えなどが養われるようにする
こと」21）が付け加えられた。これは，今回の改訂で
教育内容の主な改善事項として挙げられている「伝
統や文化に関する教育の充実」22）を踏まえたものと
考えられる。
　次に小学校「生活科」における「身近な人々，社
会及び自然と関わる活動に関する内容」に含まれ
る項目「季節の変化と生活」，「自然や物を使った
遊び」，「動植物の飼育・栽培」の内容は「自然」，
「季節」，「生命」，「遊ぶ」をキーワードに領域「環
境」の内容と親和性があることがわかる。なお，領
域「環境」の内容である「日常生活の中で数量や図
形などに関心をもつ」と「日常生活の中で簡単な標
識や文字などに関心を持つ」に関しては，「生活科」
の内容と親和性や共通点がある記載はみられない。
しかし「生活科」の内容における「指導計画作成上
の配慮事項」に「他教科等との関連を積極的に図
り，指導の質を高め，低学年における教育全体の充
実を図り…その際，生活科を中心とした合科的・関
連的な指導や，弾力的な時間割の設定を行うなどの
工夫をすること」23）の記載を踏まえると，「国語科」
や「算数科」と関連がある「生活科」とのつながり
が推測される。以上のように，小学校「生活科」と
領域「環境」の内容は親和性が高いことがわかる。

５ ．植物栽培における幼児教育と小学校教育の連続性

　小学校「生活科」では，前回の改訂に続き，特に
継続的な飼育，栽培を行うことを強調している。植
物栽培は学習内容として印象・記憶として残りやす
い内容であるとされている24）。なぜなら，長期の栽
培活動には「世話をし，育てる」という物語がある
からである。嶋野は「種から芽が出て，伸びていく
様子に生命力を感じ，花が咲くのを心待ちにするな
どの多様な見方を通して，『育てる』ということを
心と体の動きを一体にして学ぶ，ここに生活科での
飼育・栽培活動の主眼がある」25）と述べている。

　小学校「生活科」の今回の改訂では，教科の内容
の（７）に「動物を飼ったり植物を育てたりする活
動を通して，それらの育つ場所，変化や成長の様子
に関心をもって働きかけることができ，それらは生
命をもっていることや成長していることに気付くと
ともに，生き物への親しみをもち，大切にしようと
する」26）と述べられている。また領域「環境」の内
容（５）では，「身近な動植物に親しみを持って接
し，生命の尊さに気付き，いたわったり，大切にし
たりする」27）とある。領域「環境」の内容では，植
物栽培は明記されていないが，植物栽培は，小学校
「生活科」にも継承・発展されることができ，どち
らの教育課程においても取り組める共通の教材であ
るだけでなく，幼小の教育課程の接続を円滑に移行
させるための適切な教材となる。本節では，小学校
「生活科」及び領域「環境」の教材について，植物
栽培を教材として検討したい。
　植物栽培の活動は，幼児期の教育や小学校教育で
よく扱われる学習内容である。小学校教育の「社会
科」・「生活科」の実践においては，1990年代から食
べ物を教材として使う実践が数多く生み出されてい
ることが指摘されている。倉持は，食べ物の教材を
「育てて食べる」と「育てて作って食べる」栽培活
動に分類している。このような「つくって食べる」
実践は，「生活科」の登場とともに出てきたという。
栽培された野菜では，上位３位の順にきゅうり，ト
マト，じゃかいもがあり，その他さつまいもやチン
ゲンサイも栽培されている28）。現行の『幼稚園教育
要領』では，前回の改訂において領域「健康」に「食
育の重視」が盛り込まれたこともあり，今後，「育
てて作って食べる」野菜の栽培は小学校「生活科」
と領域「環境」の共通の教材としての有用性がます
ます期待される。
　しかしここで留意しなければならないのは，野菜
を教材にした学習では，幼児期の教育と小学校教育
でそれぞれの発達に即した活動と体験を通した指導
が行われなければならないことである。小栗は「小
学校『生活科』では多様な学習によって気付きを『知
的な気付き』に高めることが求められ，教師による
意図的・計画的・組織的な授業づくりが求められる。
幼稚園における遊びにおいても，『思考力の芽ばえ』
を培うことが求められる，気付きから考える過程に
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つながる保育者のかかわり・言葉がけが求められ
る」29）と述べている。保育者や教師は幼児期の教育
と小学校教育のつながりを理解して，教育が発達に
即しながら連続的かつ発展的に進められるよう努め
ることが必要である。例えば，植物栽培では，きゅ
うりやトマトなどの野菜栽培は定番であるが，植物
が育つには水やりをすることや，葉やつる，花に違
いがあることなどに気付くことができる。「野菜栽
培」という共通の学習のもと，幼児期の教育では，
生育の観察による「気付き」を言葉で表現させたり，
収穫後は野菜スタンプを用いての壁面製作などに取
り組むことで表現させたりすることができる。また
食育の一貫としての収穫・調理への展開が考えられ
る。そして小学校教育では，「気付き」を文字（国
語科）・数（算数科）や絵（図画工作科）による生
育の観察学習（観察記録）や言語活動による振り返
りを行うことも考えられる。
　植物栽培では，赤しそ栽培に取り組むのもいい
だろう。植物の成長の様子を観察するだけでなく，
収穫し色水遊びを行ったり，和紙や布などを染め，
製作に役立てたりすることができる。また赤しそ
ジュース調理をし，試飲することもできる。幼児や
児童の発達に即した学習内容が工夫できそうであ
る。植物栽培は，幼児期の教育と小学校教育のどち
らの教育課程でも取り組める内容であるだけでな
く，中学校教育「技術・家庭科」でも共通履修とさ
れている。つまり植物栽培は幼時期の教育と小学校
教育のみならず，中学校教育において連続性が認め
られる。保育者や教師は，それぞれの教育課程にお
いて，発達段階に合った教材の選定と環境設定を行
うことが重要である。

６ ．観音寺市立豊浜小学校の生活科・「総合的な学習
の時間」における棉（わた）をテーマにした実践

　前述のように，新しい『小学校学習指導要領』で
は「生活科」が幼児期の教育及び中学年以降の教育
をつなぐ役割を担っていることが明記された。本節
では，かつて香川県で地場産業として栽培されてい
た「棉（わた）」を題材に，低学年の「生活科」及
び中学年の「総合的な学習」において取り組まれて
きた豊浜小学校の教育実践の概要について述べる。

長期に継続している地域の特色ある授業の展開事例
としては検討に値すると考える。
　小学校が位置する豊浜地区は古くは江戸時代から
「棉」が栽培されてきた。「棉」は「讃岐三白」の一
つとしても知られており，明治の初め頃までは盛ん
に栽培されていた。現在でも市内の畑で栽培されて
おり，白い可憐な「棉」の花を見つけることができ
る。また，かつては地場産業として「棉」を利用し
たふとんの製造でふとん屋が多く存在していた。地
区には，「棉」栽培を伝えた関谷兵衛国貞を祀った
「棉神社」も存在し，四国一の「棉」の生産を誇る
当地のシンボルとなっている。
　豊浜小学校は，1986（昭和61）年度から1988（昭
和63）年度までの３年間，文部省（当時）より「文
部省教育課程研究開発校」を委嘱された。以来「ふ
るさと学習」として学年毎にテーマを設定し取り組
んできた。教育課程研究開発校の委嘱時での「棉」
との関連は不明であるが，30年間にわたり，豊浜地
区の特産物である「棉」に関連ある学習に取り組ん
でいる。「ふるさと学習」の成果は，1989（平成元）
年から継続している「ふるさと祭り」において発表
されてきた。1989（平成元）年に「生活科」が新設
され，1998（平成10）年に「総合的な学習の時間」
が開始されたが，同校の取り組みは，「総合的な学
習」に先駆けていた感がある。
　現在，「棉」を教材として，４年生が学習テーマ
を設定して取り組んでいる。過去の主な学習活動は
次の通りである。地域（町）探検でふとん屋が多く
存在することへの気付き，ふとん屋の仕事の理解，
「棉神社」への訪問，「棉」の収穫の作業体験と栽培
者（子どもたちの体験の場として棉を栽培してくだ
さっている方）との交流，「棉」を素材としたブロー
チづくりなどである。「生活科」では，地域で仕事
をしている人と交流する活動も行われる。校区内に
あるふとん屋さんに協力してもらったこともあった
という。この活動により，ふとん屋が多いという地
域の特性を知らせるだけでなく，地域で「棉」の栽
培をしている栽培者と児童を出会わせることができ
る。児童は10月下旬に棉畑を訪れる。「棉」が畑で
どのように栽培されているのか，収穫した「棉」が
自分たちの使用するふとんにどのように加工されて
いるのかを捉えさせ，「人間の知恵や技術のすばら
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しさ」を学ぶことができる。「棉」を使用したふと
んは打ち直しもでき，繰り返し使用するという物を
大切にする視点も養われるであろう。「棉」を通し
て，地域を知らせ，児童に季節の移り変わりを感じ
させることができる。
　2017（平成29）年度も「総合的な学習の時間」を
活用し，４年生が担任の東條愛子教諭の指導の下
に「棉」の収穫を行った。東條教諭によれば，「棉
の栽培は，１年『生活科』や３年『理科』で経験し
ているのですが，栽培者の方とは『棉つみ』を通し
て交流をさせていただいており，今年で30年目にな
る。毎年児童のために畑一面に栽培した棉を収穫す
るという貴重な体験活動の場を提供していただいて
いる。児童からのお礼の手紙を届けると大変喜んで
くださり交流ができている。また収穫した『棉』は
有効利用を考え，がくを染色しブローチを製作して
６年生への贈り物としている」30）とのことである。
　４年生の取り組みは，近年の英語ALTの時間数
の増加などに伴う「総合的な学習の時間」の減少に
より，単発の授業時間の中で扱っているとのことで
あるが，「棉」を教材に活用し，「棉」に関連した
様々な内容を総合的に教えようとしていると言え
る。
　同校の「生活科」や「総合的な学習の時間」にお
ける「ふるさと学習」の実践は，今回の学習指導要
領の改訂で重要視されている教育課程編成における
「カリキュラム・マネジメント」の一側面であると
される「教育内容を相互に関連づけて教科等横断的
な学習」が行われているとみることができそうであ
る。鈴木は，「小学校における生活科・『総合的な学
習の時間』のカリキュラム・マネジメントとしては，
その内容をどのように構成するかが焦点のひとつで
ある」31）と述べている。紙幅の関係で詳述はしない
が，同校の「ふるさと学習」について，カリキュラ
ム・マネジメントの視点から分析しその成果を考察
することは今後の課題である。
　豊浜小学校の実践のように，子どもの生活圏とし
ての地域を学習の場や対象として，その対象（教
材）から具体的な体験活動をすることは，児童の学
習を構想する上で大変重要であると考える。

７．おわりに

　本研究は，『幼稚園教育要領』や『小学校学習指
導要領』の改訂を踏まえた幼児期の教育と小学校教
育の連続における小学校「生活科」の特性や役割に
ついて，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
や領域「環境」との関連から検討した。その結果，
これまで以上に，小学校教育課程での「生活科」の
重要な位置づけが明確となった。
　小学校の教育課程の編成において，最も教育現場
の裁量によって内容を編成することができる教科・
領域が「生活科」・「総合的な学習の時間」とされて
いる。32）また小学校「生活科」と親和性が認められ
る幼児期の教育課程において教育現場の裁量によっ
て内容を編成することができるのが領域「環境」で
あろう。しかしながらどちらも自由度が高く楽しい
取り組みができるという反面，教師や保育者による
実践内容の差が生じやすい。
　筆者は，保育者養成課程で小学校「生活科」の授
業科目「生活」を担当している。今回の『幼稚園教
育要領』や『小学校学習指導要領』の改訂も踏ま
え，シラバスを見直し授業内容や指導方法の改善を
図る予定である。その一つがこれまでは設備の関係
で取り組みが不十分であった野菜を中心とした植物
栽培の授業実践である。保育や幼稚園教育の現場で
保育・教育環境として幼児に提供するには，学生が
植物栽培の素材・教材としての教育的価値を見いだ
し，保育・教育に活かす感性を高めることが求めら
れる。また幼児が具体的に活動する姿，思考する姿
を通して学ぶことも大きな意味があると思われるの
で，今後は，学生が栽培体験をするだけでなく，幼
稚園と連携し，学生が模擬的に植物栽培の教育実践
を行うことが課題である。
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